
●
同
志
社
と
楽
壇

同
志
社
は
早
く
か
ら
楽
壇
に
逸
材
を
送

っ
て
い
る
。「
歌
舞
音
曲
」
を
嫌
っ
た
ピ
ュ

ー
リ
タ
ン
・
ス
ク
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
例

外
は
「
教
会
音
楽
」
で
あ
る
。
た
と
え
ば

一
九
三
二
年
の
新
賛
美
歌
講
習
会
（
神
田

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
前
期
の
講
師
が
津

川
主
一
、
由ゆ

う

木き

康こ
う

、
堀
内
敬
三
、
そ
し
て

後
期
が
石
丸
泰
郎
、
大
中
寅
二
、
内
田
栄

一
、
伊
庭
い

ば

孝た
か
し

で
あ
る
（『
東
京
青
年
』
一
九

三
二
年
二
月
号
）。
後
期
の
四
人
は
青
山
学

同
志
社
人
物
誌
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院
教
諭
の
石
丸
以
外
、
同
志
社
出
身
で
あ

る
。内

田
や
伊
庭
は
「
世
俗
音
楽
」
で
も
活

躍
し
た
。
ほ
か
に
も
青
柳
有ゆ

う

美び

『
同
志
社

を
出
で
し
人
々
』（
一
九
三
六
年
）
が
先
の

三
人
を
始
め
、
十
三
、
四
人
の
音
楽
家
を
、

そ
し
て
『
我
等
の
同
志
社
』（
一
九
三
五
年
）

中
の
竹
内
不ふ

可か

止し

「
音
楽
・
同
志
社
陣
」

が
二
十
二
人
を
挙
げ
る
。
後
者
の
筆
頭
が

伊
庭
孝
で
あ
る
。
伊
庭
は
音
楽
家
の
肩
書

き
よ
り
も
、
時
に
は
「
伊
庭
想
太
郎
の
養

子
」
の
方
で
広
く
世
に
知
ら
れ
た
。

●
伊
庭
孝
と
は
誰
か

伊
庭
家
は
剣
術
家
の
名
門
で
あ
る
。
と

く
に
想
太
郎
の
兄
、
八
郎
は
小
説
の
主
人

公
に
な
る
ほ
ど
著
名
で
あ
る
。
心
形
刀
流

し
ん
ぎ
ょ
う
と
う
り
ゅ
う

指
南
、
伊
庭
軍
兵
衛
の
長
男
で
「
伊
庭
の

小
天
狗
」
の
異
名
を
取
っ
た
。
鳥
羽
・
伏

見
の
戦
に
参
戦
、
最
後
は
榎
本
武
揚
に
従

っ
て
遊
撃
隊
を
率
い
て
箱
館
に
赴
き
、
銃

創
の
た
め
五
稜
郭
で
死
去
し
た
（
享
年
二

十
七
歳
）。

弟
の
想
太
郎
も
剣
客
で
、
伊
庭
塾
（
寄

宿
舎
）
を
開
い
て
塾
生
の
指
導
に
も
あ
た
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日
本
オ
ペ
ラ
界
の
明
星

伊

庭
　
孝

っ
た
。
後
に
榎
本
武
揚
が
開
い
た
東
京
農

学
校
（
現
東
京
農
業
大
学
）
の
校
長
や
日

本
貯
蓄
銀
行
頭
取
を
も
歴
任
し
た
。

一
九
〇
一
年
、
東
京
市
教
育
会
の
結
成

に
発
起
人
と
し
て
加
わ
り
、
東
京
市
議
会

議
長
・
教
育
会
長
の
星
亨と

お
る

に
接
近
。
市
議

会
汚
職
事
件
（
一
九
〇
〇
年
）
に
関
す
る

星
の
言
動
に
憤
激
し
て
東
京
市
庁
で
星
を

刺
殺
し
、
無
期
懲
役
と
な
っ
た
。
ま
も
な

く
五
十
七
歳
で
小
菅
監
獄
で
病
没
し
た
。

伊
庭
孝
は
四
歳
の
折
に
実
父
の
伊
庭
真

ま
こ
と

（
雑
誌
社
経
営
）
が
死
去
し
た
の
で
、
翌
年

（
一
八
九
一
年
か
）「
ふ
た
従
兄
弟

い

と

こ

」（
本
家
）

の
想
太
郎
の
養
子
と
な
り
伊
庭
塾
に
引
き

取
ら
れ
た
。
養
父
が
星
亨
を
暗
殺
し
た
時
、

伊
庭
は
十
四
歳
、
中
学
二
年
生
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
三
年
、
養
父
の
獄
死
に
伴
い
兄
の

秀
栄
（
大
阪
高
等
医
学
校
教
授
。
東
大
医

学
部
卒
の
産
婦
人
科
医
）
を
頼
っ
て
大
阪

江
戸
堀
に
転
じ
、
天
王
寺
中
学
校
に
転
校

し
た
。
在
学
中
、
折
口
信
夫

し

の

ぶ

や
緒
方
章

（
緒
方
洪
庵
の
孫
）
ら
と
親
交
を
結
び
、
校

友
会
雑
誌
『
桃
蔭
』
に
中
学
生
と
は
思
え

ぬ
端
麗
な
随
想
を
幾
編
も
寄
稿
し
た
。

一
方
で
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
を
寄
せ
始

め
、
緒
方
の
紹
介
で
天
満

て
ん
ま

教
会
に
通
っ
た
。

牧
師
の
長
田

お

さ

だ

時
行
（
同
志
社
神
学
校
卒
）

か
ら
聖
書
の
指
導
を
、
会
員
で
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
の
山
田
（
吉
田
）
み
さ
を

ヽ

ヽ

ヽ

か
ら
音
楽

の
指
導
を
受
け
た
。
伊
庭
は
長
田
か
ら
洗

礼
を
受
け
た
ば
か
り
か
、
兄
夫
婦
を
も
洗

礼
に
導
い
た
。

●
同
志
社
に
学
ぶ

伊
庭
は
音
楽
に
入
れ
込
み
、
音
楽
学
校

へ
の
進
学
を
希
望
し
た
。
が
、
兄
に
反
対

さ
れ
、
伝
道
師
を
め
ざ
し
て
同
志
社
神
学

校
へ
進
ん
だ
。『
同
志
社
学
生
名
簿
』（
一

九
〇
六
年
五
月
調
）
の
神
学
校
本
科
第
一

学
級
（
二
人
）
と
翌
年
の
名
簿
（
一
九
〇

七
年
六
月
調
）
の
本
科
二
年
学
級
（
三
人
）

に
名
が
残
る
。
け
れ
ど
も
、
一
九
〇
八
年

五
月
調
の
名
簿
に
は
す
で
に
名
が
な
い
。

伊
庭
は
文
筆
ば
か
り
か
話
術
も
得
意
で
、

な
か
で
も
「
説
教
実
習
」
は
担
当
教
員
の

宮
川
経
輝
が
感
服
す
る
ほ
ど
の
好
成
績
で

あ
っ
た
。
音
楽
面
で
も
収
穫
が
あ
っ
た
。

時
は
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
勃
興
期
で
、
伊
庭

本
井

康
博

（
同
志
社
社
史
資
料
室
）

「女護ヶ島探険」で探険家を演じる伊庭孝（1918年）（松本
克平『日本新劇史』）



囲
を
び
っ
く
り
さ
せ
た
。
一
方
で
伝
統
芸

能
へ
の
関
心
を
深
め
、
歌
舞
伎
座
に
足
を

運
ん
だ
。
演
劇
へ
の
目
覚
め
で
あ
る
。

ま
も
な
く
書
店
を
辞
め
て
同
年
、『
演
劇

評
論
』
を
創
刊
し
、
上か

み

山や
ま

草そ
う

人じ
ん

ら
と
近
代

劇
協
会
を
設
立
し
た
。
新
劇
の
舞
台
監
督
、

俳
優
と
し
て
活
躍
し
始
め
た
。
さ
ら
に
Ｐ

Ｍ
公
演
社
も
主
宰
し
た
。

●
浅
草
オ
ペ
ラ

転
機
は
一
九
一
七
年
に
来
た
。
高
木
徳と

く

子こ

や
高
田
雅
夫
ら
と
歌
舞
劇
協
会
（「
歌
舞

劇
」
は
伊
庭
の
造
語
）
を
設
立
し
て
創
作

同
志
社
人
物
誌
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よ
り
半
歳
若
い
片
桐
哲
が
渡
辺
守
成

も
り
し
げ

や
海

老
沢
亮あ

き
ら

、
秋
保
（
速
水
）
藤
助
、
境
野
周

次
郎
と
い
っ
た
美
声
の
神
学
生
と
共
に
盛

ん
に
男
声
合
唱
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
伊

庭
は
渡
辺
と
は
「
特
に
親
し
く
し
て
い
た
」

（『
雨
安
居
荘

う
あ
ん
ご
そ
う

雑
筆
』
二
八
九
頁
）。
渡
辺
と

は
京
都
教
会
（
牧
野
虎
次
牧
師
）
で
も
日

曜
学
校
教
師
を
と
も
に
す
る
仲
で
あ
っ
た

（『
京
都
教
会
百
年
史
』
二
五
三
頁
）。

伊
庭
は
器
楽
演
奏
に
も
巧
み
で
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
、
三
味
線

な
ど
が
操
れ
た
と
い
う
。
同
志
社
教
員
、

三
輪
源
造
も
、「
此
の
頃
伊
庭
孝
氏
が
神
学

校
に
在
学
し
て
ゐ
て
、
ど
う
い
ふ
折
で
あ

っ
た
か
、
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
、
ソ
ナ
タ
を
弾

い
た
事
が
あ
っ
た
」
と
回
想
す
る
（『
同
志

社
五
十
年
史
』
三
五
〇
頁
）。
伊
庭
は
「
学

生
時
代
か
ら
音
楽
に
通
じ
チ
ェ
ロ
を
弾
い

て
演
奏
会
に
も
出
た
」
と
の
証
言
も
あ
る

（
堀
内
敬
三『
音
楽
五
十
年
史
』三
三
一
頁
）。

な
ら
ば
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
伴
奏
や
礼
拝

の
奏
楽
は
お
手
の
物
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

●
神
学
か
ら
新
劇
へ

同
志
社
を

中
退
し
た
理

由
は
定
か
で

は
な
い
。
自

身
、
後
年
に

は
「
神
学
校

で
唯
物
的
に

な
ら
な
い
奴

は
駄
目
」
と

自
虐
的
に
放

言
し
た
り
す

る
。
ち
な
み
に
『
資
本
論
』
を
完
訳
し
た

高
畠
素
之

も
と
ゆ
き

は
神
学
校
で
は
伊
庭
の
一
年
先

輩
で
、
や
は
り
中
退
者
で
あ
る
。

中
退
後
、
伊
庭
は
し
ば
ら
く
（
音
楽
修

行
の
た
め
？
）
関
西
に
い
た
よ
う
だ
が
、

一
九
一
二
年
に
東
京
へ
出
た
。
牧
野
虎
次

か
ら
警
醒
社
（
小
崎
弘
道
ら
が
設
立
し
た

キ
リ
ス
ト
教
系
出
版
社
・
書
店
）
を
紹
介

さ
れ
た
。
日
曜
に
は
同
僚
と
と
も
に
霊
南

坂
教
会
（
小
崎
弘
道
牧
師
）
に
通
っ
た

（
の
ち
に
大
中
寅
二
が
同
志
社
か
ら
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
と
し
て
同
教
会
に
着
任
す
る
）。
こ

こ
で
も
文
学
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
た
り
、
ク

リ
ス
マ
ス
に
は
自
作
の
劇
を
演
出
し
て
周

44

オ
ペ
レ
ッ
タ
を
創
始
し
た
。
世
に
言
う

「
浅
草
オ
ペ
ラ
」
の
誕
生
で
あ
る
。
新
劇
か

ら
歌
劇
へ
の
転
進
、
そ
れ
は
同
時
に
「
音

楽
を
民
衆
化
す
る
事
」
が
畢
生
の
目
的
、

と
公
言
す
る
伊
庭
（『
雨
安
居
荘
雑
筆
』
一

二
九
頁
）
の
楽
壇
デ
ビ
ュ
ー
で
も
あ
る
。

「
浅
草
オ
ペ
ラ
」
を
彩
る
人
々
に
は
伊

庭
孝
、
高
木
徳
子
、
佐
々
紅
華

こ

う

か

、
藤
原
義

江
、
田た

谷や

力
三
な
ど
が
い
る
。
と
り
わ
け

幕
開
け
は
伊
庭
と
高
木
に
負
う
。
爪
先

ト

ゥ

で

踊
る
ダ
ン
ス
を
ア
メ
リ
カ
で
習
得
し
て
来

た
高
木
が
「
ト
ゥ
・
ダ
ン
サ
ー
」
と
し
て

人
気
を
博
し
た
。
一
九
一
七
年
一
月
二
十

二
日
、
浅
草
六
区
の
常
盤
館
で
伊
庭
は
彼

女
を
主
役
に
据
え
て
自
作
（
作
曲
・
演
出
）

の
喜
歌
劇
「
女に

ょ

軍ぐ
ん

出
征
」
を
上
演
。
未
曾

有
の
大
成
功
で
、
連
日
大
入
り
で
あ
っ
た
。

客
の
入
れ
替
え
も
ま
ま
な
ら
ず
、
つ
い
に

は
大
道
具
師
が
丸
太
で
観
客
を
吊
り
上
げ

て
楽
屋
口
か
ら
外
へ
出
す
と
い
う
ほ
ど
の

混
雑
振
り
で
あ
っ
た
。

楽
譜
も
ろ
く
に
読
め
な
い
藤
原
義
江
を

大
役
に
抜
擢
し
て
周
囲
を
仰
天
さ
せ
た
の

も
伊
庭
で
あ
る
。
藤
原
は
一
時
、
藤
浦
洸こ

う

（
後
に
作
詞
家
）
と
と
も
に
伊
庭
宅
に
居
候

し
た
。
伊
庭
は
藤
原
の
イ
タ
リ
ア
留
学
に

も
尽
力
し
、
後
年
の
「
わ
れ
ら
が
テ
ナ
ー
」

へ
の
道
を
拓
い
た
。
代
表
的
な
伊
庭
門
下

生
と
し
て
は
ほ
か
に
「
日
本
の
タ
ッ
プ
王
」、

中
川
三
郎
が
い
る
。

●
多
彩
な
音
楽
著
述

「
浅
草
オ
ペ
ラ
」
は
一
九
二
三
年
九
月

の
関
東
大
震
災
で
忽
然
と
消
え
去
る
。
一

九
二
五
年
に
ラ
ジ
オ
放
送
が
開
始
さ
れ
る

や
伊
庭
は
洋
楽
諮
問
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、

Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
を
拠
点
に
近
衛
秀
麿
、
堀
内
敬

三
ら
と
オ
ペ
ラ
の
普
及
に
尽
力
し
た
。
伊

庭
は
座
談
や
ス
ピ
ー
チ
、
講
演
の
巧
み
さ

で
は
定
評
が
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
放
送

歌
劇
の
解
説
は
天
下
一
品
で
、
余
人
の
追

随
を
許
さ
な
か
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
伝

道
説
教
の
音
楽
版
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

気
分
は
音
楽
伝
道
師

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

で
あ
る
。

の
ち
関
西
に
転
じ
、
新
星
歌
劇
団
を
主

宰
し
た
り
、
生
駒
歌
劇
団
に
も
参
加
し
た
。

同
団
が
ま
も
な
く
解
散
し
た
た
め
に
音
楽

現
場
を
離
れ
、
以
後
は
評
論
と
著
述
活
動

「女軍出征」出演の伊庭孝艦長と高木徳子士官（『浅草オペ
ラの生活』）

帝劇バレーの舞姫、高木徳子（1915年）（内山惣
十郎『浅草オペラの生活』）



ら
れ
、
今
で
は
出
身
地
の
平
戸
に
記
念
碑

が
建
つ
。
藤
浦
は
五
十
年
前
の
同
志
社
入

学
を
回
顧
し
て
言
う
。

「
私
は
神
学
部
に
入
学
し
て
い
た
。
こ

の
話
を
す
る
と
、
み
ん
な
が
笑
い
だ
す
し
、

現
に
、
去
年
、
同
志
社
の
文
化
祭
﹇
学
園

祭
﹈
で
講
演
し
た
際
、
そ
う
い
う
と
、
学

生
が
一
斉
に
笑
い
出
し
た
。
笑
わ
れ
て
も

仕
方
あ
る
ま
い
が
、
当
時
は
そ
れ
程
熱
心

な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
」（『
同
志
社

時
報
』
一
六
、
一
九
六
五
年
）。

神
学
と
流
行
歌
作
詞
。
こ
れ
が
不
釣
合

い
な
ら
ば
、
神
学
と
「
浅
草
オ
ペ
ラ
」
も

当
然
ミ
ス
マ
ッ
チ
で
あ
る
。「
伊
庭
孝
氏
が

嘗か
つ

て
同
志
社
神
学
校
に
在
学
し
、
伝
教
師

た
ら
ん
と
し
た
神
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
を

知
っ
た
ら
、
世
人
は
恐
ら
く
一
驚
を
喫
す

る
だ
ら
う
」（『
同
志
社
を
出
で
し
人
々
』）。

え
、「
往
年
天
満
教
会
の
会
員
と
し
て
教
会

音
楽
の
発
展
に
も
つ
と
め
」
た
、
と
報
じ

た
。
事
実
と
す
れ
ば
、
後
半
生
は
教
会
か

ら
離
れ
て
い
た
の
か
。

死
後
、
愛ま

な

弟
子
の
藤
浦
が
直
ち
に
「
伊

庭
孝
伝
」（『
音
楽
世
界
』
九
の
四
、
五
、

七
）
の
執
筆
や
遺
稿
集
の
堀
内
敬
三
編

『
雨
安
居
荘
雑
筆
』（
信
正
社
、
同
年
）
の

編
集
実
務
に
精
魂
を
傾
け
た
。
な
お
、
戦

後
（
一
九
四
八
年
〜
一
九
五
七
年
）、「
伊

庭
歌
劇
賞
」
が
制
定
さ
れ
、
團
伊い

玖く

磨ま

、

藤
原
義
江
、
森
正
、
清
水
脩お

さ
む

、
妹せ

の

尾お

河
童

か

っ

ぱ

な
ど
に
贈
ら
れ
た
。

●
神
学
と
「
世
俗
音
楽
」

伊
庭
を
終
生
、
敬
慕
し
た
藤
浦
は
、
実

は
神
学
校
で
も
信
仰
歴
で
も
伊
庭
の
後
輩

に
当
た
る
。
藤
浦
の
場
合
、「
詩
人
牧
師
」

を
め
ざ
し
て
同
志
社
神
学
校
に
入
学
す
る

が
、
劇
団
活
動
に
熱
中
し
過
ぎ
て
退
学
処

分
を
く
ら
っ
た
（『
朝
日
人
物
事
典
』）。
東

京
へ
出
て
伊
庭
の
指
導
を
受
け
た
後
、
慶

応
の
仏
文
に
入
学
。
美
空
ひ
ば
り
の
初
期

の
ヒ
ッ
ト
作
を
多
数
作
詞
し
た
こ
と
で
知

同
志
社
人
物
誌
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に
専
念
し
た
。
伊
庭
は
音
楽
雑
誌
『
白
眉
』

の
編
集
な
ど
で
オ
ペ
ラ
普
及
に
努
め
る
一

方
で
、
日
本
の
伝
統
音
楽
の
研
究
や
邦
楽

の
理
論
化
に
も
取
り
組
ん
だ
。
一
九
二
九

年
に
は
「
流
行
歌
は
俗
悪
」
と
断
罪
し
て

詩
人
の
西
条
八や

十そ

と
新
聞
紙
上
で
論
争
し

た
。
論
争
の
場
合
、
剣
客
末
裔
の
血
が
騒

ぐ
の
か
、
論
敵
を
「
心
形
刀
流
の
殺
人
剣

で
撃
破
」
し
た
り
（
吉
本
明
光
の
『
雨
安

居
荘
雑
筆
』
序
）、「
骨
を
刺
す
様
な
深
刻

な
文
章
」
で
切
り
返
し
た
（
竹
内
不
可
止
）。

著
作
は
約
三
十
冊
に
も
上
る
が
、
自
身

も
認
め
る
よ
う
に
主
著
は
『
日
本
音
楽
概

論
』（
一
九
二
八
年
）
で
あ
る
。
千
頁
に
も

わ
た
る
文
字
通
り
の
大
作
で
、
国
際
的
に

も
評
価
が
高
く
、
二
〇
〇
一
年
に
同
志
社

女
子
大
学
の
シ
ル
ヴ

ァ
ン
・
ギ
ニ
ャ
ー
ル

教
授
ら
に
よ
り
ド
イ

ツ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。

レ
コ
ー
ド
編
集
を
も

手
が
け
、「
日
本
音
楽

史
音
盤
集
」（
一
九
三

四
年
。
日
本
コ
ロ
ン

ビ
ア
か
ら
一
九
七
五

年
に
復
刻
）
が
あ
る
。

「
学
歴
を
持
た
な

い
」
と
告
白
す
る
伊

庭
で
あ
る
が
、
語
学

の
才
に
恵
ま
れ
、
英
、

独
、
伊
、
露
の
ほ
か

梵
語
ま
で
一
通
り
読

め
た
と
い
う
。
そ
れ

ら
は
訳
詩
に
威
力
を
発
揮
し
た
。
世
に
知

ら
れ
た
も
の
だ
け
で
も
、「
ア
ロ
ハ
・
オ
エ
」

（
ハ
ワ
イ
民
謡
）、「
も
う
飛
ぶ
ま
い
ぞ
こ
の

蝶
々
」（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
）、「
懐
か
し
の
我

が
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
の
家
」（
フ
ォ
ス
タ
ー
）、

「
は
る
か
な
る
サ
ン
タ
ル
チ
ア
」
（
Ｅ
・

Ａ
・
マ
リ
オ
）、「
月
光
値
千
金
」（
ラ
リ

ー
・
シ
ェ
イ
）
な
ど
が
あ
る
。
な
か
で
も

最
後
の
曲
名
は
原
題
（G

e
t
o
u
t
a
n
d

get
u
n
d
er
th
e
m
o
o
n

）（
一
九
二
八
年
）

の
響
き
さ
え
活
か
し
て
秀
逸
で
あ
る
。
日

本
で
は
ナ
ッ
キ
ン
コ
ー
ル
の
レ
コ
ー
ド
と

「
エ
ノ
ケ
ン
の
月
光
値
千
金
」
で
世
を
風
靡

し
た
。

一
九
三
七
年
二
月
二
十
五
日
、
腸
チ
フ

ス
の
た
め
伝
研
病
院
で
死
去
し
た
。
遺
体

は
い
っ
た
ん
自
宅
（
大
森
区
北
千
東
町
六

〇
六
）
に
移
さ
れ
、
三
月
五
日
に
葬
儀
が

芝
増
上
寺
で
音
楽
と
と
も
に
進
め
ら
れ
た
。

日
本
に
お
け
る
「
音
楽
葬
」
の
第
一
号
で

あ
る
。『
東
京
日
日
新
聞
』（
同
年
二
月
二

十
七
日
）
に
は
「
伊
庭
は
親
分
肌
。
記
憶

力
は
抜
群
」
と
の
追
悼
文
（
増
沢
武た

け

美み

）

が
出
た
。
組
合
教
会
系
の
週
刊
紙
『
基キ

リ

督ス
ト

教
世
界
』（
同
年
三
月
四
日
）
も
死
去
を
伝
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伊
庭
や
藤
浦
は
こ
の
種
の
戸
惑
い

ヽ

ヽ

ヽ

に
た
え

ず
直
面
し
た
は
ず
で
あ
る
。
近
年
の
例
で

言
え
ば
、
牧
師
子
弟
の
岡
林
信
康
氏
が
同

志
社
大
学
神
学
部
中
退
で
あ
る
。
神
（
神

学
部
）
を
捨
て
た
形
の
同
氏
が
「
フ
ォ
ー

ク
の
神
様
」
に
祭
り
上
げ
ら
れ
る
と
は
、

な
ん
た
る
皮
肉
か
。

※
本
文
中
の
ゴ
チ
ッ
ク
活
字
の
人
名
は
『
同
志

社
山
脈
』（
晃
洋
書
房
）
の
収
録
人
物
。
略
歴

は
同
書
を
参
照
。

《略歴》伊庭　孝（いば・たかし）
（1887.12.1～1937.2.25）

東京神田駿河台で生まれる。父の死後、本家の
伊庭想太郎の養子となる。番町小学校、東京府立
一中、天王寺中を経て、1906年に同志社神学校
に入学するが、1年半で退学。「浅草オペラ」を
始め演劇、歌劇、評論、訳詩、著作などに八面六
臂の活躍をした。天満、京都、霊南坂の各組合教
会に所属。大日本音楽協会（1932年～1941年）
常務理事、楽器改良研究会幹事長、日本大学芸術
科講師も歴任した。後年は「いば・こう」と自署。
享年51歳。夫人は歌劇団員の小野喜美子。

小野喜美子（伊庭夫人）（『日本新劇史』）

伊庭孝（右）と藤原義江（1927.12.6撮影）（日本オペラ振興会編『日本のオペラ史』）


